
１．補正予算の規模

・会計別の規模
（単位：千円）

※財源のうち、一般財源122,155千円については財政調整基金の取りくずしにより対応

２．主な補正内容

・物価等高等緊急支援給付事業

）

・物価等高等対策生活応援給付事業

） ）

・子育て世帯等生活応援給付事業

）

・生活困窮者自立支援金給付事業

）

・保育所・認定こども園感染拡大防止対策事業

）

・保育施設等物価高騰対策支援事業

）

・地域介護拠点整備事業

）

令和４年度　10月補正（第５号）の概要について

会計 補正前 補正額
財　源　内　訳

補正後
国県支出金 地方債 その他 一般

一般会計 30,013,821 735,746 613,591

民生費 594,696千円

310,700千円

122,155 30,749,567

73,900千円

　１８歳以下の子ども・妊婦へ生活応援として10,000円を給付する。また、ひとり親世帯・障害児へ各
10,000円を加算して給付する。

3,200千円

（国： 79,245千円

1,566千円

　民間老人福祉施設のコロナ対策にかかる設備投資に対して補助を行う。

（国： 3,200千円

　生活困窮世帯への支援である緊急小口資金等を利用できない世帯に対し、新たな就労による自立へ
つなぐための支援金を給付する。

300千円

　市内保育施設のコロナ感染症防止対策にかかる費用に対して補助を行う。

1,566千円

（県：

　電力・ガス・食料品などの物価高騰の影響下で保育施設の継続的・安定的なサービスを提供するた
め、民間保育施設に対して一時金を支給する。

3,630千円

（県：

（国： 300千円

3,630千円

（一般： 310,700千円

201,400千円

　電力・ガス・食料品などの物価高騰の影響を受けた生活者の負担軽減を目的として、非課税世帯に対
して50,000円を給付する。

（一般： 122,155千円

　国の給付制度の対象とならない世帯で、より幅広い所得層の世帯に対して生活応援として25,000円を
給付する。

73,900千円

（国：

1



・新型コロナウイルスワクチン接種事業

）

・地域公共交通継続支援事業

）

139,900千円

（国：

　オミクロン株対応新型コロナウイルスワクチン接種を行うための体制を整備する。

土木費 1,150千円

1,150千円

139,900千円

衛生費 139,900千円

（国： 1,150千円

　コロナ禍や燃油高騰の中、便数等を維持して運行に取り組む公共交通事業者を、県・島内３市で協調
して支援を行う。
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